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第 1 章 緒言 

2021 年の我が国の 65 歳以上の死因別死亡率は、悪性新生物に次いで心疾患が第 2 位で

あり 2）、心疾患（高血圧性を除く）の中でも心不全は全体の約 40%と、最も多くを占めてい

る 3)。心不全患者のうち 65 歳以上が占める割合は 68%であり 5）、さらに心不全を有する患

者は 2030 年には 130 万人に達すると推計されていることから 6)、心不全を有する高齢者が

年々増加している状況であると言える。また、心不全増悪により再入院する 65 歳以上の高

齢者は 7 割を超え 11）、心不全増悪によって運動耐容能が低下し、高齢者の生活の質も著し

く低下することが指摘されている 14）。 

高齢心不全患者が在宅でより良い心不全コントロールを行うためには、入院中から看護

師自身が患者の自己管理上の問題を捉え、その問題に即した対応が求められている。しか

し、高齢心不全患者が在宅で自己管理をしていく上での問題を看護師がどのように捉え、

その問題に対してどう対応しているのかを明らかにした先行研究はみられていない。そこ

で本研究は、病棟看護師が高齢心不全患者が在宅で心不全コントロールを行う上での問題

をどのように捉え、その問題に対して対応しているのかを明らかにする。 

 

第 2 章 研究方法 

以下の条件を満たす病棟看護師を機縁法にて選定し、21 名の協力を得た。条件は①臨床

経験が 5 年目以上の看護師（看護師長、夜勤専従看護師は除いた）、②2 年以上、担当看護

師として 65 歳以上の高齢心不全患者の退院支援に関わった経験がある看護師とした。 

 21 名の研究対象者に半構造化面接を実施した。インタビューガイドは、①高齢心不全患

者が自己管理をしていく上での問題点、②今まで受け持った高齢心不全患者の退院支援で

困難だった点や苦慮したケースの内容とその理由や背景、③困難、苦慮したケースに対し

てどのように対応したか、または対応しようとしたかについて語ってもらった。 

分析には質的記述的研究デザインを用いた。作成した逐語録を熟読し、病棟看護師が捉

える高齢心不全患者が在宅で心不全コントロールを行う上での問題と対応について語られ

ている発言に着目して生データを抽出した。抽出した生データから同じ意味内容のものを

集め、コード名を付けた後、類似性・共通性・差異について比較検討を繰り返しながらサ

ブカテゴリ―、カテゴリー、コアカテゴリー化し抽象度を上げた。その後、問題のカテゴ

リーと対応のカテゴリーからどの問題に対する対応かを検討し、関連図を作成した。 

 本研究は、研究者の勤務先である研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号：2260）。 

 

第 3 章 結果 

病棟看護師が捉える高齢心不全患者が在宅で心不全コントロールを行う上での問題と

して、最終的に 41 のコード、23 のサブカテゴリ―、8 のカテゴリー、4 のコアカテゴリー

が生成された。高齢心不全患者の問題に対する病棟看護師の対応としては 41 のコード、19

のサブカテゴリ―、8 のカテゴリー、3 のコアカテゴリーが生成された。 

 

第 4 章 考察 

 本研究から、病棟看護師は高齢心不全患者が在宅で心不全コントロールを行う上での問

題として、【患者・家族の病気そのものへの知識が不足している】、【長年の生活習慣を変え



2 

 

ることは難しい】や【価値観や人生観から生活を変える気がなく自由に生きたい】と高齢

者本人の生き方や長年の習慣化から生活習慣を変えることが難しい、再入院しても治療に

より症状が軽減する経験や、心臓という目に見えない臓器の病気であることから【また良

くなるだろうと病気を楽観視している】、【老いによる変化から自己管理が難しい】や【認

知症（認知機能低下）によって自己管理が難しい】と加齢の変化や認知症の発症によ

り自己管理が困難になる、患者本人だけではなく【独居や老々介護、家族のサポート

不足から自己管理が難しい】と患者周囲のサポート不足が自宅での心不全コントロー

ルを困難にしている問題であると捉えていることが明らかになった。これらの問題に

対して病棟看護師は、患者や家族に心不全に対する正しい知識を獲得してもらうため、病

態や治療、生活管理の注意点などをわかりやすく指導していくことや、時には心不全に対

する危機感の薄い患者に対し、生活管理の不徹底が重篤な結果をもたらすと認識させ、心

不全の重大性を自覚させる介入をしていた。また、高齢心不全患者本人が残りの人生をど

のように生きたいか確認し、今までの趣味活動や習慣化している行動は全て制限せず、可

能な限り継続できるような代替案を提示するなどの工夫を行っており、成人期の患者とは

異なった高齢心不全患者ならではの支援を行っていることが明らかになった。 
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